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　1．50 周年記念事業計画立案の 経緯

　本学会の記念 す べ き半 世紀 の 節 目 に あ た る 「50 周

年記念事業」の 議題が 理 事会に 初 め て 登場 した の は平

成 7 年 5 月 13 日で あ っ た ，

　その 後， 6 月 IO 日 の 岬 事会 に お い て 50 周年 を盛大

に 祝 う こ とが 決 め ら れ
， 記 念式典 会場 は 日本女子 大学

に 決定 した．

　（D　5D 周年記 念事業準備委員会

　平成 7 年 6 月 ， 50周年記 念事業準備委員会が 下記

の よ うに 組織 され，記念事業 の 内容に つ い て検討する

こ と と な っ た ．

　委員長 ：野 口　駿 副会長，副委員長 ：酒井豊子，委

員 ：江 澤郁子，小 川信 子，小林茂雄，三束純子 ，田村

照子 の 各理事，沖田富美子，久保田紀久枝，島崎恒蔵，

馬場 紀子

　準備委員会は，記念事業 と して 考え られ る事項 を報

告書に まとめ ，平成 8 年 3 月 31 日 に 岩崎芳枝 会長 に

提 出 し， 5 月 11 日の 理事会 に 報告 し た ，

　（2） 創立 50 周年記念事業委員会

　役員交替に伴 い ，下記 の 委員 構成 に よ る「創立 50周

年記念事業委員会」の 設立 が 11 月 9R の 理事会に お

い て 承認 され，本格 的 に 準 備 に 着 千する こ ととな っ た ．

　委員長 ：江澤郁子副 会長 ，委員 ：阿部幸子副会長，

丹羽雅子副会長，伊藤セ ツ，小林茂雄，成瀬信子，片

山倫子 ，島崎恒蔵，畑江敬子，渋川祥 子，島田淳子，

下 村道子 の 各理事，酒井豊 子 ， 田 村照子 ，
グ ユ エ ン ・

ヴ ァ ン ・チ ュ エ ン ，沖 田 富美子

　記念 事業 は
， 準 備委員会 の 提案に 基 づ き，以 下 の よ

うに 立 案 された．

　  1 記念式典 お よび記念講演会 の 開催

　  　国際家政学会会長招待講演会な ら び に シ ン ポジ

　　　 ウ ム の 開催

　  　家政学若手研究者を対象とする記念論文の 募集，

　　　表彰

　  　各支部に おけ る関係 自治体 との 提携 に よる市民

　　　 フ ォ
ーラ ム の 開催

　  　記念出版

　  　家政学 デ
ー

タ ベ ー一
ス の CD −ROM 化

　  　学会誌 50 周年記念特集号の 刊行

嘔〕 第 10回 ア ジア 地区家政学会大会開催 （平nt　11年）

  　記念事業費 と し て の募金 活動

2．記念事業の内容

（1） ｛丗 日本家政 学会創立 50 周年記念式 典お よ び 記

　　念講演会 ・祝賀公演

平成 ユ0 年 5 月 29 日 （金）午 後

於日本女子大学西生田成瀬講堂

式典次第

　　　　　　　　　　　　 司会　阿部幸子副 会長

1）　開会の 辞

2） 式辞

3）　来賓祝辞

  　文部大臣

  　日本女子大学学長

  　日本学術会議第 6 部 長

τ　凵本農学 会会長

  　日本家庭 科教育学会会長

：亘　ア ジ ア 地 区家政学 会会長

・1） 感謝状贈呈

5）

6）　 閉会 の 辞

講演 会

1）

　 　環境
一1

2＞

丹羽雅子副 会長

　大野静枝会長

　　町村信孝氏

　宮本美沙子氏

　　長堀金造氏

　 　光 岡知 足氏

　　内藤道子氏

SOGjae　M 　oon 氏

記 念論 文入選者発表並 び に記念論文賞授与

　　　　　　　　　　　　　 江澤郁子副会長

　　　「持続可能 な発展 へ の 道
一

日 本 の 消費 と世界 の

　　　　　　　　　　 早稲 田大学教授　西川　潤氏

　　　「2／世紀家政 学 へ の 要望
一

福祉 の 視点 よ り
一」

　　　　　　日本 女子大学名誉教授 　
一

番 ヶ 瀬康子氏

　祝賀公演

　　　狂 言　「末廣か り」

　　　　　　 果報者　和泉淳子 （史上初女性 狂言師）

　　　　　　 太郎冠者　和泉祥子 （十世三宅藤 九郎）

　　　　　　 す っ ぱ 　和 泉元弥 （和 泉流 二 十 世宗家）

　（2） 記念出版

　  日本家政学会編

　記念 出版 の 書 名 と 出版の 趣 旨は 下記の ご と くで あ る ，

　『日本人 の 生活
一21世紀に向け て の課題 と展望一』

　本年，  目 本家 政学 会 は，創立 50 周年 を 迎 え た が ，

こ の 開，日本人の 生活は世界に類をみ ない ス ピー
ドで

急激 に 変化 して きた ．戦後の 技術革新，高度経済成長 ，

核家族化，少子化，高齢社 会 ， 情報社 会の 波 は．私 た
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ちの 生活を さらに大 きく変貌 させ よ うと し て い る ．間

もな く 21 世紀 を迎 え よ う とす る今，過去 半世紀 に わ

た る 日本人の 生活の 変化 を しっ か りと見直 し，新 しい

世紀に 向け て，改 め て 世界を視野に 入 れ た 日本入 の 生

活 の 方向を探 り見定め る こ と は ，意義あ る こ とで あ る ．

そ こ で ，人 間の 生 活 の 向上 と人類の 福祉に 貢献す る実

践 的総合科学
一

家政学一を 目指 して きた   日本家 政

学会は，創立 50 周年記念事業 の
一

環 と して ，『IJ本人

の 生活一21 世紀 に 向け て の 課題 と展望
一

』 の 出版 を

企 画 し た．

　本書 の 構成 と し て は ，．ユ
．
論集 「Ll本 入 の 生活

一21

世 紀に 向け て の 課 題 と 展望
一

」，  年表 「日本人 の 生

活 50年 史 1，   デ
ー

タ集 「デ ータ に見る 日本 人 の 生

活 50年 の 歩み」，互 用語解説 で あ る、本書 を通 して ，

戦後 5  年に わ た る日本人 の 生活は，どの よ うな要因

に よ っ て い か に変化 したか，50 年の 日本 人 の 牛活 に

家政学 の 研究が ど の よ うに 関 わ り貢献 したか、21 世

紀の 日本人の 生活 をめ ぐる課題 と展望．こ れ に 対す る

家政学 の 課題 と展望 は ？　 な ど が 浮 き彫 りに で きれば

と期待 して い る．

創立 50周年記念出版委員

　委貝長 ：大野静枝，委員 ：阿部幸子 ， 江 澤郁子 ，酒

井豊子，島田 淳子，田村照子，丹羽雅子．野 口　駿

1日本人 の 生活」編集委員

　委員長 ：田村照子，委員 ：伊藤セ ツ ，片 山倫子，黒

田淑子，島崎恒蔵，渋川祥子，中島明子，中間美砂 了
・
，

成瀬信子，畑江敬子 t 松村祥子

　発行所　（採 建帛社

　3．学会誌記念 特集 号 （日本 家政 学 会誌第 49 巻 第

　　 5号）

　内容は ，こ の IO年問における学会の 活動状況報告，

お よ び 家政学研究の 推移動向を まとめ る こ と に よ っ て，

60 周年 に 向け て、家政 学の 方向性 と家政学 を支 え る

学会の あり方 を展望 した もの で ある．巻頭に は，家政

学に 関連する国 内 ・国外の 学会長か ら の メ ッ セ
ー

ジを

掲載 ．

　 4，記念論文募集 と表彰

　 ド記 の （D〜｛1＞の 条件 に よ り記念論文 を募集 した と

こ ろ，7 件の 応募 が あ っ た．慎 重 に審査 し た とこ ろ，

最優 秀賞は 該当者が な く， 2件を優秀賞 1 件を佳 作 に

選定 し，記念式典で 表彰 ．優秀賞 2 作 を学会誌に掲載

す る こ ととな っ た．

　（D 　論文 の テ
ー

マ

　21 世紀 に 向けた 家政学 の 発展 に 資す る 建設的 な 内

容の もの ．

　（2〕 募集期間

　平成 9 年 9 月 1 日（月）
〜

平成 9年 ユ2月 31 日　t17t〈）．

　（の　応募資格

　40 歳未満の 家政学会会員お よ び 学生 1大 学院生 を

含む L 国籍は問 わ ない ，

　  　選考審査 と賞

　選考 ：会艮，副 会長，企 画担当理事，学会誌編 集委

員長 を含む選 考委員会 を 組織 し，選考す る ．

　賞 ：最優秀賞 （1件 ｝，擾秀 賞 〔3 件以内）。50 周年

記念式典 に お い て 賞状 と副賞を授 与 し
， 最優秀賞に つ

い て は ，学会誌の 記念特集号 （平成 】O年，第 49 巻第

5 号） に掲載．

　5．市民 フ ォ
ーラ ム

　会期 中 に 限 らず 各支部で 適宜 50周 年記念事業 と し

て 開催す る、

　6．醵　　金

　記念事業 を達 成す る ため に，学会の 経 済的基盤 強化

の た め 会員．賛助 会員、企 業 ， 大学 に 醵 金活動を展開

した．そ の結果多 くの 協力が得 られた．
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